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H
田
學
會
雜
誌
，
第
四
十
九
卷
第
十
號

過
程
に
絕
對
の
、
不
可
缺
，
不
可
避
の
條
件
で
は
な
い
。
i

過
程
に
起
因
し 

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
偶
然
的
損
害
の
保
險
，
保
險
料
は
、
-:
商
品
の
價
値
を
、
' 

絕
對
に
、
.形
成
し
な
い
,
.

:
⑵
經
常
的
損
害
.の
保
險
。
.
'こ
の
保
險
は
、
す
な
わ
ち
性
質
損
害
‘
：消
耗
損
齊 

の
保
險
は
、，そ
の
保
險
の
保
險
料
は
商
品
の
價
値
を
形
成
す
る
。
も
し
こ
の
よ 

う
な
保
險
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
。C

理
論
的
に
は
存
在
可
能)

。
.'

⑶
磨
損
の
保
險
。「

磨
損
と
は(

道
德
的
磨
損
を
別
と
す
れ
ば)

、
固
定
資 

本
が
そ
め
消
耗
に
よ
り
、
そ
の
使
用
價
値
が
失
わ
れ
る
平
均
度
に
お
.い
て
漸
次 

的
に
生
產
物
に
交
付
す
る
價
値
部
分
で
使
用
ぞ
の
も
の
に
よ
つ
て
生 

ず
る」

磨
損
の
保
險
は
、.
こ
の
保
險
の
保
險
料
は
商
品
の
價
値
を
形
成
す
る
。

物
生
命
保
險
、
財
產
生
命
保
險
、
家
屋
生
命
保
險
、
、も
し
こ
め
よ
5
な
傲
險
が
，
 

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
。(

理
論
的
：に
は
存
在
可
能)

。

⑷
逍
德
的
磨
損
の
保
險
。
.「

競
爭
戰
は
、
殊
に
決
定
的
變
革
に
際
し
て
は
、

，
 

爾
式
■

手
段
を
そ
の
自
然
的
死
滅
前
に
新
式
の
も
の
と
代
え
る
こ
と
を
餘
儀 

な
く
さ
せ
る
。
よ
り
大
き
.な
社
會
的
規
模
で
の
の
か
か
る
時
な
ら
ぬ 

更
新
を
强
耍
す
る
の
は
、
主
と
し
で
破
局
|

恐
慌
で
ぢ
仏
。」

こ
：の
よ
'う
な 

事
情
に
よ
っ
て
生
ず
る
道
德
的
磨
損
の
保
險
は
、
そ
の
保
險
料
は
商
品
の
價
値' 

を
形
成
し
な
い
。
も
し
こ
の
よ
う
な
保
險
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
。(

理
論
的 

に
は
存
在
可
能)

。

C
6

、
 

-

(5
)

「

ii

然
諸
力
の
^

U

に
.よ
っ
て」

：

生
ず
る
磨
損
の
保
險
。

「

た
と
え
ば
枕 

木
は
、

規
實
の
_

損
に
よ
っ
て
の
み
'7
£

ら
ず
腐
朽
に
よ
っ
て
も
損
傷
す
る
。

• 

『

鐵
道
の
維
持
費
は
、
鐵
道
交
通
に
伴
う
磨
損
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
大
氣
に
曝 

.

さ
れ
て
い
る
木
村
•

鐵
•

お
よ
び
墻
壁
工
事
の
質
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
嚴
冬
の 

1

力
月
は
路
盤
に
對
し
、
ま
る一

年
間
の
鐵
道
交
通
よ
り
も
多
く
の
害
を
な
す

四

四

(

七
三
ニ)

.

.70)

-

で
あ
ろ
う
。

』」

性
質
損
害
、
■

こ
れ
.には
消
耗
損
害
も
老
朽
損
害
も
入
つ
て
.い
る
,
 

が
、
た
だ
じ
經
濟
學
：で
云
う
本
來
的
，
經
常
的
損
害
と
は
區
別
せ
ら
る
べ
きも 

の
で
あ
る
。
.
こ
の
保
險
の
、.-

そ
の'

保
險
料
は
商
品
の價
値
を
形
成
す
る
。
も
し 

こ
の
よ
う
な
保險が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
。(

理
論
的
に
は
存
在
可
能)

.
。

.

(6
)
仕
損
品
の
保
險
。
こ
の
保
險
は
、
こ

の
保
險
の
保
險
料
は
商
品
の
價
値
を 

形
成
.す
る
？ 

傅
吉
氏
.の
見
解
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
バ
で
あ
る
。
も

し

こ
の
よ 

う
な
保
險
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば(

理
論
的
に
は
存
在
可
能)

。

.

S

商
品
資
本
と
貨
^K

本
、
す
な
わ
ち
流
通
資
本
に
對
す
る
保
險
、
流
通
過 

程
に
お
け
る
資
本
に
對
す
る
保
險
。
こ
の
保
險
の
保
險
料
は
、
す
な
わ
ち
流
通 

費
用
と
し
て
の
保
險
費
用
は
、
商
品
の
價
値
を
形
成
し
な
い
。

さ
て
I

博
吉
氏
は
、r

こ
の
類
推
論
法
に
立
脚
す
る
結
果
は
、
磨
損
の
旗 

補
や
維
持
お
よ
び
修
繕
勞
働
の
よ
う
な
價
値
形
成
的
な
も
の
と
全
く
異
な
り
、
 

異

常

な

天

.災
•

火
災
.洪
永
な
ど
に
よ
る
破
壤
に
關
す
る
保
險
は
{1
値
形
成
的 

で
な
く
、
剩
餘
■
値
か
ら
の
控
除
で
お
り
、
損
失
で
あ
る
と
.す
る
マ
ル
ク
ス
の 

主
張
は
否
定
さ
れ
；
少
な
く
と
も
重
大
な
修
正
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

ゆ
え
に
も
し
雨
氏
の
主
張
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
保
^
^
に 

對
す
る
わ
れ
わ
れ
の
評
價
は
、
大
い
に
，異
な
つ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
へ
1̂」

と 

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
違
う
。
正
し
く
な
い
。
.筆
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
 

上
述
の
ご
と
く
商
品
の
價
値
を
形
成
す
る
保
險
も
存
在
し
う
る
こ
と
に
な
る 

が
、
だ
が
ら
と
云
つ
て
マ
ル
.久
ス
の
主
張
が
否
定
さ
れ
た
り
、
重
大
な
修
正
が 

加
え
ら
れ
た
り
、
そ
.の
評
價
が
低
落
し
た
り
は
し
な
.い
。
保
險
に
は
、
物
保
險 

に
し
て
企
業
保
險
な
.る
も
の
に
も
、
.多
く
の
種
類
が
考
え
ら
れ
る
と
一
チ
ン
こ
と 

で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
保
險
理
論
は
、そ
の「

資
本
論」

，中
に
お
け
る
見
解
は
、
 

明
か
に
、.そ
し
て
絕
對
に
、
流
通
費
用
と
し
て
の
保
險
費
用
ま
た
は
偶
然
的
損

害
の
保
險
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
關
し
て
は
、
.斷
片
的
に
、
不
統
一
に
で 

は
あ
る
が
、
1
E猫
、
舉
越
せ
る
理
論
が
論
述
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
か
ぎ
り
に 

お
い
て
は
、
な
ん
ら
の
誤
謬
も
、
從
っ
て
修
芷
も
へ
必
要
と
し
な
.い
。「

資
本
論」 

中
に
おi

る
保
險
な
る
語
の
上
に
、
'「

流
通
費
用
と
し
て
の」

ま
た
は「

偶
然
：
’

的
損
害
の」

な
る
文
言
を
冠
す
れ
ば
、そ
れ
に
て
こ
の
場
合
で
の
彼
の
保
險
理
論
.. 

は
完
璧
と
な
る
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
が
商
品
の
;̂
1

形
成
す
る
種
類
の
保
險 

に
つ
い
て
論
及
♦論
述
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
と
し
て
も
、
彼
が
一
八
一
八〜

一
' 

八
八
兰
年
代
の
人
物
で
あ
り
、「

資
本
論」

の
第
一
卷
が
.一
八
六
七
年
に
、
第 

ニ
卷
が
八
五
年
に
、
第
三
卷
が
九
四
年
に
公
刊
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し 

て
ま
た
各
穂
の
編
式
保
險
.
•新
種
保
險——

こ
れ
ら
の
ぅ
ち
に
は
商
品
の
價 

値
を
形
成
す
る
保
險
が
含
ま
れ
る——

の
目
覺
ま
し
い
發
達
は
、
規
代
の
、
最 

近
の
こ
と
で
あ
り
、
保
險
學
者
に
よ
る
保
險
理
論
の
經
濟
學
的
硏
究
も
あ
ま
り 

遠
く
へ
は
溯
れ
と
一K

ぅ
諸
條
件
を
列
擧
.し
て
み
'れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
5
 

本
論」

.中
に
お
い
て
、
商
品
の
價
値
を
形
成
す
る
保
險
に
な
ん
ら
觸
れ
る
.と
こ 

ろ
が
無
か
っ
た
と
.舌
ぅ
原
因•

わ
け
の
、思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

S

6&
66
67
68
69
70)

前
掲「

資
本
論」

.①
、
三
六
一
頁
、
③
、
二
一
：九 

.
頁
、
©
、
ニ」

八
頁
、
©
、
ニ
ー 

九
頁
、
©
、
ニ
ー 

八
頁
、
®
、
ニ
一
八
頁
。

(

註
71)

_
前
揭
印
南
氏「

保
險
の
本
質」

五
〇
九
頁
。
.
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薛
72)
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